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１．問題と目的
幼稚園教育要領（2017告示）改訂の際に「見通しや

振り返りの工夫」が加わったことをふまえ、筆者は帰り
の集まりで１日の園生活を振り返って話す４歳児への
保育者の援助について分析した（中島，2019，2020）。
幼稚園児がクラスの集まりで自分の体験を振り返って話
す場面を観察した先行研究において、４歳児は他児の話
を聞くことができるようになるが、自分の話をしたい時
には待ちきれずに話し出す姿も見られること（奈良女子
大学附属幼稚園，2007）や他児の振り返りを意識した
姿も見られるようになること（太田，2018）が報告さ
れており、このような４歳児の姿は、仲間の声が「内な
る他者」として内化され、「多声的な自己内対話」が次
第に可能になってくることの表れ（岩田，1998）であ
ることをふまえると、自分の体験を話し、他児の話を聞
く場面での保育者の援助は、４歳児の自己が育つ上でも
重要であると考えたためである。

この研究では、参与観察と保育者へのインタビューを
もとに１日の園生活の中で「今日楽しかったこと」を振
り返って話す場面を取り上げ、以下のことを明らかにし
た。保育者は、日頃から園生活の中で子ども一人一人の
遊びを把握しており、遊びが充実していたと捉えた日の
帰りの集まりで「今日楽しかったこと」を話題にしてい
た。また、その日の遊びについて話したり、関連する絵
本を読んだりしながら子どもの中に「今日楽しかったこ
とを話したい」という思いが生まれる状況も作っていた。
１学期当初の子どもたちは自分が楽しかった遊びを保育
者に向けて話すことが中心であったが、保育者はその話
をよく聞き、他児が興味をもって聞くことができるよう

に、その子どもの言葉を繰り返す、話の内容を身振りで
も表して伝える、思いや考えについて理解したことを言
葉にする、質問してさらに話を聞く等の援助をしていた。
２学期になり、子どもたちが友達と楽しんだ遊びを話し
たり友達の話を聞いて自分の話をするようになると、保
育者はその話を聞きながら他児にも問いかけたりして、
「今日楽しかったこと」を一緒に振り返ることができる
ようにしていた。このような保育者の援助により、子ど
もたちは友達の話をさらに関心をもって聞くようになり、
３学期になると、友達の話を聞きながら、自分の体験を
振り返って話す姿も見られるようになった。

この帰りの集まりでは、子どもが家庭での体験を話す
場面も観察された。そこで、本研究では、クラスの集ま
りの中でも帰りの集まりで、家庭での体験を話す４歳児
に保育者はどのような援助をするのか、そこにはどのよ
うな保育者としての願いがあるのか、「今日楽しかった
こと」を話す時とはどのような共通点や相違点があるの
かを明らかする。

帰りの集まりで「今日楽しかったこと」を話す場合は、
保育者はその日の一人一人の子どもの遊びを把握してい
れば、話の内容も理解しやすく、前述のような援助もし
やすい。他児も、その子どもの遊びを見たり一緒に遊ん
だりしたことが、話の内容を理解する手がかりにもなる。
しかし、家庭での体験は一人一人異なり、保育者も他児
もその体験を共有していない。本研究では、そのような
家庭での体験を帰りの集まりで話すこと、その話を聞い
てもらうこと、友達の話を聞くことは、４歳児にとって
どのような経験になるのかについても考察する。
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２．研究の方法
（１）研究の対象

Ｙ幼稚園201X年度４歳児クラスの子ども22名（男児
14名・女児８名、進級児12名・新入園児10名）と担任
保育者。担任保育者は25年余の保育経験を有している。
以下、Ａと表記する。

Ｙ幼稚園の園生活は子どもたちが自分のすきな遊びに
取り組むことを中心としており、降園前にはクラスの子
どもたちと保育者での帰りの集まりの時間を設けている
（15～20分程度）。
（２）観察とインタビューの方法

対象クラスで参与観察を36日行ない（１学期13日、
２学期12日、３学期11日）、文字記録の他、デジタル
カメラを用いて写真や映像での記録もした。そのうち
17日については、帰りの集まりの場面を映像で記録し
た（１学期１日、２学期10日、３学期６日）。

観察日の保育後にＡに時間がある時は、帰りの集まり
の場面を中心にその日の園生活について語ってもらった。
保育後に話を聞けなかった日のことや、さらに質問した
いことについては、２学期後の冬休み、３学期後の春休
みに時間をとってもらい、語ってもらった。
（３）分析方法

観察した17日の帰りの集まりの中で、Ａが問いかけ
て子どもが話をしたり、子どもが話し始めてＡが話す場
を設けたことが11日（１学期１日、２学期６日、３学
期４日）あった。その話題を表１にまとめた。

本研究では、その中で子どもが家庭での体験を話した
４日（２学期・３学期各２日）を取り上げ、映像記録を
もとに作成した文字記録とインタビューの逐語録をもと
に事例をまとめた。これらの事例をもとに、帰りの集ま
りで家庭での体験を話す４歳児にＡがどのような援助を
しているのか、そこにはどのような保育者としての願い
があるのかを分析した。その際には、他の観察日の記録
も参考にした。
（４）倫理的配慮

研究の目的と倫理的配慮について、子どもの保護者に
文書と口頭で説明し、保護者全員から研究協力について
書面での承諾を得ることができた。

事例の子どもの名前はすべて仮名である。

３．事例と考察
各事例は、始めにその日の園生活と帰りの集まりで子

どもが話をするまでの概要をまとめ、子どもが話をする
場面は紙幅の都合からその一部を抜粋して、子どもとＡ
のやりとりを表にしてまとめた。

事例の中で観察された主なＡの援助を表２にまとめた。
表２のａからｊは、「楽しかったこと」を話す事例でも

観察されたが、ｋ・ｌは観察されなかった援助であった。
事例の中で、これらの援助については下線をひき、アル
ファベット記号をつけた。表の右欄にもアルファベット
記号を記載し、表の下の注に各援助の説明を記載した。

【事例１】サンタさんにお願いしたプレゼントの話
（12月５日）

【事例１】は12月の事例であり、登園時に子どもか
ら聞いた話をＡが取り上げたことがきっかけとなってい
た。
＜この日の園生活＞

製作をしたり、虫や葉っぱを集めたり、大縄跳びをし
たり、Ａと忍者ごっこをしたりと、子どもたちはそれぞ
れ自分のすきな遊びをして過ごす。
＜帰りの集まり＞

Ａは絵本『わんぱくだんのにんじゃごっこ』（作：ゆ

表１　帰りの集まりで子どもが話した話題

表２　話をする子どもへのＡの援助
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きのゆみこ・上野与志作、絵：末崎茂樹）を読み、この
日した忍者ごっこでどのような「術」を使ったか等、実
際にやって見せたりしながら話をする。

Ａは玄関にクリスマスツリーを飾ったこと、幼稚園で
クリスマス会をすることも伝え、「クリスマスの歌を歌
いましょう」と言って『あわてんぼうのサンタクロー
ス』の歌の世界を描いた絵を見せる。そして、「サンタ
さんね」「リンリンリンッてトナカイに乗って、クリス
マスの前に来ます」と言って歌い始める。初めてこの歌
を一緒に歌うため、Ａは絵を見せて歌詞の説明も加えな
がら歌って聞かせる。歌に合わせてＡが紙芝居のように
見せる絵を見ながら、子どもたちも一緒に歌う。

最後まで歌うと、Ａはプレゼントの袋を持ったサンタ
クロースの絵を見せたまま、話し始める。その後、子ど
もたちがサンタさんにお願いしたプレゼントについて一
人ずつ話し始めた場面までを表３にまとめた。

Ａはショウとケイから前日にサンタさんにお願いする
プレゼントを決めてきたと聞いたこと、リエがサンタさ
んに手紙を書いたことを話し、「自分の体験」として、
「先生」はサンタさんに「ちゃんとお願い」しなかった
から別のおもちゃになってしまったという話もした（下
線部ｋ）。そして、「おれ、ポケモンの人形」と言った
リョウに「どの人形がほしいの？」と問いかけると、他
児も口々に話し始めた。すると、Ａは「サンタさんのお
話をしようかな」と言って（下線部）、自分の所まで来
て話したシンの名前を最初に呼んで話を聞き始めた。

Ａは最初からこの話をしようと考えていた訳ではな
かったが、歌っている子どもたちの顔を見ている時に思
い出し、取り上げてみようと思ったと語っていた。また、
子どもたちを見て、多くの子どもが話したいという思い
をもっているとわかったので、一人一人に聞いてみよう
と思ったとも語っていた（表３【Ａの話】参照）。

表３　【事例１】12月５日　サンタさんにお願いしたプレゼントの話（１）
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子どもたちの中には、友達がお願いしたプレゼントの
話を聞き、「自分も」と話す姿もあった（表４下線部）。
その場面を中心にまとめたのが表４である。Ａはコウが
「だめだね（話す時間がない）」とつぶやくのを聞き、
「今日はみんな言える」「時間があるから大丈夫だと思

うよ」（表４⑨）と伝え、一人一人の話を聞いていった。
そして、「今日楽しかったこと」を話す時のように、話
し始めるタイミングを伝え(ａ)、他児も理解しやすいよ
うに子どもの言葉を繰り返す（ｃ）、身ぶりでも表す
（ｄ）、質問して話の内容を確認したり、さらに話せる

表４　【事例１】12月５日　サンタさんにお願いしたプレゼントの話（２）
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ようにする（i）等の援助をしていた。他児の様子を見
ながら「同じ」か問いかけたり（ｈ）、「自分も」と言
う声に応えたりして（ｊ）、「自分も一緒」という喜び
を味わえるようにもしていた。また、子どもの思いや考
えについて理解したことを加えて話したり（e）、「～
よね」「～ね」と応える(ｆ)こともあったが、その日の
一人一人の遊びをもとに理解しやすい「今日楽しかった
こと」の時ほど多くはなかった。

自分がお願いしたプレゼントを話したシュン（表４
③）が、他児の話を聞いて思わず「本当は」違ったの
にお父さんが決めた（表４⑨）と言った時には、Ａは
「お父さんと相談したんかね。サンタさん」と応えてい
た（ｌ）。「かね」という終助詞は「回答を期待しな
い、聞き手に配慮がある疑いという意味機能」を表し、
「聞き手との心理的距離がより近いと感じられる」（譚，
2014）。このような応え方は、子どもの思いに共感し、
サンタクロースやお願いするプレゼントについて自分な
りに考えたり想像したりしてほしいという願いの表れで
はないかと考える。

Ａは後日、子どもたちから聞いた話を保護者と伝え
合っていた（表４【Ａの話】参照）。このことは、子ど
もたちの「関心事」について保護者と一緒に考える機会
にもなっていた。

【事例２】自分が体験した不思議なことの話
（12月９日）

この事例も12月の事例であり、Ａが登園時に子ども
から聞いた話を取り上げたことがきっかけとなった。
＜この日の園生活＞

製作をしたり、氷鬼や大縄跳び、戦いごっこをしたり、
一輪車に乗ったりと、すきな遊びをして過ごす。Ａは保
育室内に折紙でサンタクロースを作るコーナーも設け、
ほとんどの子どもがサンタクロース作りにも取り組む。
＜帰りの集まり＞

Ａはこの日取り組んだサンタクロース作りの話をして、
「こんなにたくさんできました」と出来上がった作品を
見せる。そして、「おもちゃのちゃちゃちゃを歌いま
す」と言って『おもちゃのちゃちゃちゃ』の歌の世界が
描かれた絵を見せ、歌い始める。子どもたちもＡが紙芝
居のように見せる絵を見ながら一緒に歌う。

その後、Ａはアヤが不思議な体験したという話を始め
る。アヤの話を聞き、「自分も」同じような体験をした
と言うナナ（表５①下線部）やマミが話をした場面まで
をまとめたのが表５である。Ａはここでも子どもの話を
聞いて、「おもちゃのおまつりかね」「おもちゃが」
「でてきたんかねえ」（表５①③ｌ）と『おもちゃの
ちゃちゃ』の世界とも関連させながら、【事例１】のよ
うに「～かね」（ｌ）という応え方をしていた。

表５　【事例２】12月９日　 自分が体験した不思議なことの話（１）
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３人の話を聞くと、数名が「ハイ！」と手を挙げ、そ
の後も多くの子どもが話をした。その一部を表６にまと
めた。ユウが「サンタクロースみたいなの」をお兄ちゃ
んが見たと話すと、Ａはここでも【事例１】のように
「自分の体験」として「先生の子ども」が「本物」のサ
ンタクロースを見たと聞いたという話をした（表６⑤下
線部ｋ）。すると、その話を聞いた子どもたちは口々に
話し始めた（表６⑤下線部）。同じ子どもが「本物を見
た」「夢で見た」と話す姿（表６⑤）や、夢で見たこと

なのか話を聞いて思いついたことなのか判断がつきかね
る話をする姿（表６⑥）もあったが、その話をじっと聞
いている子どもが多かった。

Ａは他児の話を聞いて「自分も」と話をしようとする
子どもに待つように伝え、話を聞くように促して（表６
④ｂｇ）、一人一人の話を全員で聞くようにしていた。 
そして、話をじっと聞いている子どもたちに、笑顔で
「よく聞いとったねえ」「聞くの上手やったねえ」（表
６⑥）と話していた。

表６　【事例２】12月９日　自分が体験した不思議なことの話（２）
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Ａは前日の登園時にアヤから不思議な体験をしたと聞
き、帰りの集まりの時にこの話をしようと考えていたと
語っていた（表６【Ａの話】参照）。アヤの話をもとに、
『おもちゃのちゃちゃちゃ』が大すきな子どもたちが自
分なりに考えたこと想像したことを話し、聞き合うこと
ができるようにという願いがあったと考える。

【事例３】家族に聞いてきた干支の話（１月13日）
【事例３】は３学期当初の事例である。Ａは子どもた

ちと一緒に書初めをして、保育室に掲示していた。また、
お正月のことで子どもたちが興味をもつのは干支だと考
え、干支の動物の絵に「ねずみ」「うし」とひらがなで
書いたものを12枚保育室に掲示し、子どもたちとどの
ような動物がいるのかを一緒に確認し、家族の干支も聞
いてくるようにと伝えていた（表７【Ａの話】参照）。
＜この日の園生活＞

どんど焼きをするため、登園後に全園児が園庭に集ま
る。子どもたちは家から持ってきたしめ縄飾りや、Ａと
書いた書初めも火にくべる。元気で過ごせますようにと
煙もあびる。その後、竹馬や氷鬼、郵便やさんごっこ、
かるた、すごろく等、それぞれすきな遊びをして過ごす。

＜帰りの集まり＞
Ａが「しろやぎ」「しろやぎ」のペープサートでやり

とりを演じて見せながら、『やぎさんゆうびん』を歌う。
Ａが何度も歌ううちに、子どもたちも歌の面白さがわ
かってきたようで、笑顔で一緒に歌い始める。Ａは絵本
『ふゆのゆうびんやさん』（作・絵：すまいるママ）も
読む。保護者がたくさん作って園に持ってきてくれた竹
とんぼも、手にとって飛ばしてみる。

降園時刻が近づき、Ａが「今日のどんど焼き、どうで
したか？煙あびましたか？」と問いかけて子どもたちの
話を聞いていると、ナオが話し始める。Ａはナオが家族
から聞いた干支の話をしようと考えていたのだと理解し、
その思いに応えて話を聞き始める（表７【Ａの話】参
照）。その後、リエの話も聞く場面までを表７にまとめ
た。

Ａは他児も理解しやすいように、掲示している干支の
動物の絵を指さしながらナオの言葉を繰り返し、話を聞 
いていった（ｃ）。ナオの話が終わると多くの手が挙
がったが、降園時刻となったため、Ａはリエで終わりに
すると伝え（ａ）、話を聞いた後に「またお話してくだ
さいね」と話していた。

表７　【事例３】１月13日　 家族に聞いてきた干支の話
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【事例４】お正月に凧揚げをした話（１月20日）
【事例４】も１月の事例であり、お正月に体験した子

どもがいると考えられる凧揚げの体験について、Ａが尋
ねた事例である。
＜この日の園生活＞

製作をしたり、すごろくやかるたをしたり、自分で着
色した手回しコマを回してみたり、縄跳びをしたり、ウ
ルトラマンになってＡと一緒に「ウルトラマンショー」
をしたりと、すきな遊びをして過ごす。
＜帰りの集まり＞

Ａは翌週の土曜日に保護者と一緒にもちつきをするこ
とを説明する。二人一組になって『もちつきぺったん
こ』を歌いながらふれあい遊びもする。

Ａは子どもたちに翌週から保育参加が始まること、１
回に３名くらい保護者が来ることも伝え、「みんなが遊
んでいるのを見ながら、お手伝いをしてもらったりしよ
うと思います」と話す。そして、凧作りのために用意し
たビニールを見せ、「凧揚げができるように準備してお
きますから、これを作って揚げましょう」と話し、実際
に子どもたちの前で作って見せながら、作り方の説明も
する。

その後、Ａが月刊絵本の中の凧揚げの写真がある場面
を開いて話をし、お正月に凧揚げをした子どもたちの話
も聞いた場面を表８にまとめた。

ここでのＡは、凧揚げをした子どもの話を聞き、その
言葉を繰り返すと（ｃ）すぐに絵本を読み始めた。Ａは

子どもたちに「お正月に凧揚げした人いたっけ？」（表
８下線部ｉ）と尋ねており、以前にもお正月の体験を話
す機会を設けていたことが窺えた。また、この時は凧の
絵本を一緒に読みながら、保育参加で取り組む凧作りや
凧揚げについての見通しがもてるようにという願いが
あったこと（表８【Ａの話】）、玄関ホールに飾ってい
る凧をみんなで一緒に見に行こうと考えていたことから、
時間をかけて話を聞くことはしなかったと考える。

４．総合考察
本研究は、幼稚園のクラスの集まりの中でも帰りの集

まりの場面を取り上げ、家庭での体験を話す４歳児に保
育者はどのような援助するのか、そこにはどのような保
育者としての願いがあるのか、「今日楽しかったこと」
を話す場面とはどのような共通点や相違点があるのかを
明らかにした。

帰りの集まりでどのような内容を主軸にするかは、保
育者の考え方と翌日に向けての目的によって違うと指摘
されているが（横山，2010）、本研究で取り上げた事
例においても、保育者の援助はその時の状況や保育者と
しての願いによって違いがあった。

【事例１】【事例２】はいずれも登園時に子どもから
聞いた話をＡが取り上げたことがきっかけとなっていた。
子どもの一日の生活の中で、登園時は家庭生活から園生
活に移行する時であり、朝の支度をしながら家庭で体験
したことを保育者に話すことも多く、一人一人の家庭で

表８　【事例３】１月20日　お正月に凧揚げをした話
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の体験を知るためにも貴重な時間であることがわかる。
家庭での体験は「今日楽しかったこと」のようには把

握できていないことも多いため、Ａは子どもに質問しな
がら話を聞くことから始めていた。Ａがそのように話を
よく聞くことは、「今日楽しかったこと」を話す時と同
様に、他児の中に「自分も」「お話したい」という思い
が生まれるための援助にもなっていた。また、Ａは話を
聞いている他児の様子から「お話したい」という思いが
あると理解すると、さらに問いかけたり、時間をとって
話を聞こうと判断したりしていた。

【事例１】【事例２】は12月のクリスマスが近づい
た時期であったこともあり、自分の中で思い続けていた
ことや、考えたこと想像したことを話す子どももいた。
特に【事例１】で話したサンタさんお願いするプレゼン
トは、この時期の子どもにとって大変な「関心事」であ
る（表４【Ａの話】参照）。富田（2014）は大学生に
よる幼児期についての回想報告を分析し、サンタクロー
スの存在を信じていた理由として「プレゼントをもらっ
た体験」と「サンタクロースへの手紙やその後のやりと
り」が多く挙げられたと報告している。また、次に効力
を発揮すると考えられるのは「他者の証言」であるとも
述べている。【事例１】でも、Ａはサンタさんにお願い
したプレゼントやサンタさんに書いた手紙について聞い
た話を取り上げるだけでなく、「自分の体験」として
「先生」はきちんとサンタさんにお願いしなかったから、
ほしかった物とは違うプレゼントをもらったと「証言」
する話もしていた。このような話をすることも、子ども
たちに「お話したい」という思いが生まれるための援助
になっていた。

【事例２】では、Ａは子どもたちがこの時期歌うこと
を楽しんでいた『おもちゃのちゃちゃちゃ』の世界のよ
うな不思議な体験をしたという子どもの話を取り上げて
いた。そして、兄が「本物」のサンタを見たらしいと話
した子どもがいると、ここでも「先生の子ども」も「本
物」のサンタを見たと「証言」する話をして、子どもた
ちの「お話したい」という思いがさらに大きくなるよう
にしていた。

ここで夢なのか想像なのか判断がつきかねる話も含め
て様々な話をする子どもがいたことは、４歳児の頃から
空想と現実が曖昧な状態から次第に区別され始めること
（富田，2017a）の表れと考えられる。幼児期には想像
的なものに対する恐怖が増加する傾向もあり、その対象
や状況の不明瞭さのために怖がられることが多いが、そ
のことは子どもにとって想像や推論の余地が大きいとい
うことでもあり、保育者の実践の方法や展開などに様々
な可能性があるとも指摘されている（富田，2017ｂ）。
Ａがここで不思議な体験をした子どもの話を取り上げた

のは、このような体験について話したり聞いたりするこ
とで、さらに自分なりに考えたり想像したりしてほしい
という願いもあったためだと考えられた。

Ａは【事例１】【事例２】でサンタクロースや不思議
な体験について話す子どもに応える際に、「回答を期待
しない、聞き手に配慮がある疑いという意味機能」があ
る終助詞「かね」をつけた話し方もしていたが、このよ
うな応え方も、子どもの思いに共感しながら、自分なり
に考えたり想像したりしてほしいという願いの表れと考
えられた。

次に取り上げた【事例３】【事例４】は１月の事例で
あり、子どもが家庭で聞いてきた家族の干支の話や、お
正月に体験した凧揚げの話をしていた。

Ａはお正月に関することで子どもが興味をもつのは干
支だと考え、３学期当初に干支にはどのような動物がい
るかという話をしていた。家族に何どしか聞いてきてね
とも伝えており、幼稚園で聞いたことを家庭で話し、家
庭で聞いたことを幼稚園で話すという経験ができるよう
にもしていた。そして、【事例３】では、降園時刻が近
づいた状況の中でも、Ａから言われたことを覚えていて
家庭で聞いてきたことを話そうと思っていた子どもがい
ると、その思いに応えて話を聞く時間をつくっていた。

【事例４】では、Ａは子どもたちにこれから実施する
保育参加で保護者と一緒に体験する凧作りや凧揚げにつ
いての見通しをもってほしいという願いをもっていたた
め、凧の作り方を説明したり、凧の絵本を読んだりする
中で、お正月に凧揚げをした人はいるかも尋ね、子ども
の話を聞くようにもしていた。

Ａは子どもたちが話したことについて保護者と伝え合
うこともしており（表４【Ａの話】参照）、帰りの集ま
りで家庭での体験を話すことは、子どもや保育者だけで
なく、保護者にとっても家庭と園の生活をつなぐ機会に
なっていた。また、「今日楽しかったこと」を話す時と
共通する援助とともに、家庭で体験したことを話す時だ
けに観察された援助もあったことから、子どもが「お話
したいこと」の内容に応じて援助を考えることが大切で
あることも確認できた。

子どもたちの中には、Ａに問いかけられたり他児の話
も聞く中で、自分からは話さなかったことを思わず話し
てしまう姿も見られ、このような場では子どもの中にあ
る思いや願い、考えが引き出されることもあった。「保
育の中で他者の経験に関する語りを聞き、自らも経験を
語ることを繰り返すこと」は、「互いを固有の『過去』、
経験や感情を持つ存在として明確に感じる場」にもなる
（小松，2007）と指摘されているが、自分が家庭で体
験したことを話したり、友達の家庭での体験について話
を聞くことは、話題の選び方によっては子どもが他者に
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ついて知ったり、自分の中にある思いや願い、考えを明
確にする貴重な機会となると考える。

本研究はクラスの集まりの中でも、一日の園生活の終
わりに設けられた帰りの集まりの場面を取り上げたが、
これまで筆者が帰りの集まりを参与観察したクラスの中
には、３学期当初の帰りの集まりで冬休みの体験を話
す場を設けていたこともあった（中島・大森，2016）。
しかし、本研究ではこのような話題について話す場面を
観察することはできなかった。また、対象クラスの園生
活の中で日常的にクラスで集まるのは降園前であったが、
登園後に朝の集まりをする園もあり、その中で休日にど
のように過ごしたかを話す園もある（保木井，2020）。
今後はそのような園での参与観察や保育者へのインタ
ビューも実施し、クラスの集まりの中で子どもが話をす
る場面での保育者の援助についてさらに考察していきた
い。
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